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平成28年度予算の概要

　

平
成
28
年
度
予
算
が
第
１
回
定
例
村

議
会
で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た

予
算
総
額
は
１
０
３
億
９
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
に
対
し

７
億
３
１
０
０
万
円
増（
前
年
度
比

７
・
７
％
増
）の
積
極
型
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

28
年
度
が
第
６
次
榛
東
村
総
合
計
画
の

初
年
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
計

画
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
将
来
像

「
子
ど
も
に
夢
を　

み
ん
な
に
福
祉
と

安
全
を
」
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策

を
予
算
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
配
分
の
徹
底
、
見
込

ん
だ
歳
入
の
確
実
な
確
保
、
経
常
的
経

費
の
節
減
と
合
理
化
、
事
業
の
廃
止
を

含
め
た
経
費
全
般
に
わ
た
る
調
整
と
精

査
を
行
い
、
予
算
の
中
身
を
大
胆
に
重

点
化
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
は
歳
入
で

ま
か
な
う
こ
と
の
で
き
る
範
囲
と
す
る

「
歳
入
準
拠
」
の
基
本
に
立
ち
返
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

一般会計予算58億9,750万円
～ 対前年度比　８．９％増 ～

村税
14億2,750万円

24.2%

58億
9,750万円

58億
9,750万円

地方交付税
13億2,500万円

22.5%

総務費
10億3,973万円

17.6%

教育費
7億7,903万円
13.2%

農林水産業費
6億0,160万円
10.2%

土木費
5億1,423万円

8.7%

公債費 3億6,744万円
6.2%

衛生費 3億1,213万円
5.3%

民生費
19億2,916万円

32.7%

消防費
2億3,324万円

4.0%

その他
1億2,094万円
2.1%

国庫支出金
7億3,270万円
12.4%

県支出金
4億2,608万円

7.2%

村債 1億8,500万円
3.1%

諸収入 8,616万円
1.5%

繰越金
8,000万円
1.4%

地方消費税交付金
2億5,000万円

4.2%

繰入金
7億7,346万円
13.1%

その他・・・地方譲与税、国有施設提供交付金、分担金及び負担金など

その他・・・議会費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支出金費、予備費

その他
3億3,160万円
5.7%

寄付金
2億8,000万円

4.7%

歳出の内訳歳出の内訳

歳入の内訳歳入の内訳

「
子
ど
も
に
夢
を
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ん
な
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福
祉
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を
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み
ん
な
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福
祉
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実
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特別会計予算総額
41億4,878万円

～ 対前年度比　６．６％増 ～
上水道事業会計（歳出）
３億4,914万円

～ 対前年度比　２．８％減 ～

上水道事業会計

特
別
会
計
・
上
下
水
道
事
業
会
計

特
別
会
計
・
上
下
水
道
事
業
会
計

概 

要

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
４

億
５
２
２
万
円
で
、
全
体
の
21
･
２
％

を
、歳
出
で
は
保
険
給
付
費
が
11
億
２
，

４
５
０
万
円
で
全
体
の
58
･
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
保
険
料
を
２
億
５
，
７

５
１
万
円
、
国
庫
支
出
金
を
２
億
７
，

０
３
６
万
円
、
支
払
基
金
交
付
金
を
３

億
２
，
３
８
８
万
円
計
上
し
、
歳
出
で

は
保
険
給
付
費
が
11
億
３
，
１
２
６
万

円
で
全
体
の
94
･
８
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

●
住
宅
新
築
資
金
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、貸
付
金
元
利
収
入
を
１
，

１
９
５
万
円
、
歳
出
で
は
、
公
債
費
を

１
，
５
３
５
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
使
用
料
を
５
，
１
２
２

万
円
、
繰
入
金
を
１
億
５
，
２
６
９
万

円
、
村
債
を
１
億
１
，
６
６
０
万
円
を

計
上
し
、
歳
出
で
は
、
建
設
費
を
２
億

２
，
５
２
８
万
円
、
公
債
費
を
１
億
５
，

３
５
２
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
使
用
料
を
２
，
９
７
６

万
円
、
繰
入
金
を
２
億
９
，
２
３
６
万

円
計
上
し
、
歳
出
で
は
公
債
費
を
２
億

４
，
８
７
６
万
円
計
上
し
て
お
り
、
全

体
の
75
･
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
事
業
収
入
と
し
て
６
，

４
０
６
万
円
、
繰
入
金
を
７
，
３
４
８

万
円
計
上
し
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
を

６
，
１
０
１
万
円
、
事
業
費
を
７
，
６

０
３
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

●
太
陽
光
発
電
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
事
業
収
入
と
し
て
３
，

４
３
６
万
円
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
と

し
て
２
，
９
２
５
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

●
上
水
道
事
業
会
計

　

よ
り
安
全
で
安
定
し
た
給
水
を
行
う

た
め
、
配
水
管
布
設
工
事
な
ど
の
建
設

改
良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

村債残高の状況

会計区分 平成26年度末
現　在　高

平成27年度末
現在高見込額

増減額 平成28年度末
現在高見込額起債発行額 元金償還額

一般会計 31億7,925万円 31億1,412万円 1億8,500万円 3億2,968万円 29億6,944万円

特別会計合計 47億5,054万円 47億1,309万円 1億2,660万円 3億6,073万円 40億9,244万円

　住宅新築資金等貸付特別会計 7,375万円 5,757万円 0万円 1,361万円 4,396万円

　公共下水道事業特別会計 24億2,308万円 24億9,202万円 1億1,660万円 1億0,430万円 25億0,432万円

　農業集落排水事業特別会計 18億2,637万円 17億5,855万円 0万円 2億1,439万円 15億4,416万円

公営企業会計(上水道事業会計) 4億2,734万円 4億0,495万円 1,000万円 2,843万円 3億8,652万円

合　　　　　　　　計 79億2,978万円 78億2,721万円 3億1,160万円 6億9,041万円 74億4,840万円
※平成26年度は決算額、平成27年度は現計予算額、平成28年度は当初予算額となっています。

特別会計

会　　計　　名 予　　算　　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19億0,961万円
後期高齢者医療特別会計 1億0,655万円
介 護 保 険 特 別 会 計 11億9,365万円
住宅新築資金等貸付特別会計 1,547万円
公共下水道事業特別会計 4億2,355万円
農業集落排水事業特別会計 3億2,805万円
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億3,755万円
太陽光発電事業特別会計 3,436万円

計 41億4,878万円
※歳入と歳出は同額となっています。

収益的収入および支出 
事業収益 事業費用

営業収益 営業費用
2億4,217万円 2億6,511万円

営業外収益など 営業外費用など
6,508万円 1,585万円

収入計 支出計
3億0,725万円 2億8,096万円

資本的収入および支出 
資本的収入 資本的支出

企業債 建設改良費
1,000万円 3,974万円

国庫補助金など 企業債償還金
54万円 2,843万円

収入計 支出計
1,054万円 6,818万円


